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コンピュｰタ時代の資源情報

花岡尚之(物理探査部)･矢野雄策

��畫������畵���乏

(地殻熱部)

コンピュｰタと通信技術が一体化する新しいコンピュされて､すでにサｰビスが開始されているディジタル｡

一夕時代に資源1青報サｰビスはどうなるか.我々はデｰタ交換網サｰビスファクシミリ通信網サｰビスな

何をすべきか.とと統合される.INSのディジタル｡ネットワｰクで

は市内電話局に相当する通信処理センタｰから利用者

1コンピュｰタ時代側に設置される端末接続装置(TCE)まで光ファイバｰ

国鉄のオンライン座席予約銀行のキャッシュ｡カｰで電話図形文字画像などあらゆる情報が送られ

ドによる支払いとだんだん身近かになってきたコンビてくる.利用者は電話ファクシミリデｰタお

ユｰクは昨今のマイコン･ブｰムオフィス･オｰトよび映像の4つの基本機能をべ一スにした多種多様な端

イｰションの流れの中で]挙に日常のものになる気配で末機を自由に接続することができる.端末機はそれぞ

ある.れに伝送速度伝送手順が異なることが多いがそのイ

コンピュｰタ時代を実現しているのは大規模集積回ンタｰフェｰスはINSの通信処理機能が果すことにな

路(LS1)と呼ばれるシリコンを主体とした半導体の集積る.このようにコンピュｰタとコミュニケｰション

回路である.約5ミリ平方の小さなチップに電子部品(通信技術)はともに大規模集積回路によって成り立つデ

を数十万箇程度含むことができる.LSIを製造するコィジタル技術に基盤を置くことになる.各地のコンピ

ストがチップ内の容量にそれほど依存しないため1チュｰタ端末装置がネットワｰクを通じて連結され分散

ツブ内に最大容量の素子をつめ込むことによってビッ処理システムによって最適な資源の再配置が可能とな

ト当りのコストを低減できる.一方より高速のLSIる.利用者からすれば自分が専有する1台のコンビ

を?くるためにはLSI内で電子などの動く距離が短ユｰクを使うのと同じ感覚で遠隔地のデｰタベｰスを

いほど良い.これらのことからより高密度のチップ検索することも遠方の計算機に登録されているプログ

を開発することによってより価格/性能比の良いコンラムを使用することもできる.入出力装置の進歩にも

ピュｰタが開発できることがわかる.価格/1生能比の著しいものがあり簡便なものから高級なものまで利

推移をみると10年間に10分の1以下になるぺ一スで用者の要求の程度に合わせて最適な情報処理環境を形づ

進んでいる.80年代の後半になると性能でも価格/くることが可能である.

性能比でも現在のコンピュｰタよりも1桁程度良いコ

ンピュｰタが出現するという.

コンピュｰタが直接アクセスするファイル記憶装置は鱗

磁気ディスクが中心である.ここでも年ごとに高密度鰯､義一

化が進み単位記憶容量当りのコストは10年で約1桁

さがってきている.それほどスピｰドを要求しないデ

ｰタにはMSS(マス･ストｰレッジ･システム)が安価な

記憶手段を提供し高速のアクセスを必要とする小さな

ファイルには磁気バブルメモリが開発されている.

大規模集積回路によって電気通信も大きな革命の時

代を迎えている.電電公社が提供する電気通信サｰビ

スは電話を中心としたものから文字記号図形

画像などの情報を効率よく伝達するものへ変わりつつあ

る.電電公社では80年代から高度情報通信システム

(INSインフォメｰション･ネットワｰク･システム)の実用写真一1地熱情報デｰタベｰス･システムSIGMA

化をめざしている.INSでは電話網がディジタル化の端末装置�
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2資源情報サｰビス

コンピュｰタ時代には資源情報あるいはより一般的

にいって地下の情報はどのように提供されることが可能

であろうか.

(1)オンライン情報

情報処理の主流がコンピュｰタを使ったものになるの

であれば地下1青報もコンピュｰタで処理できるディジ

タル形式であってほしい.コミュニケｰション･ネッ

トワｰクが地理的な隔たりを越えて各種のコンピュｰ

タや端末機を自由に接続できるのであれば必要なとき

に最新の情報を必要なところだけ希望する様式で受

け取りたい.このような要求が地下1青報の利用者から

.出てきても不思議ではない.そのためには強力な検

索機能と柔軟な利用者言語を備えたソフトウェア

(DBMSデｰタベｰス管理システム)を導入しこれから

自由化されるであろう通信回線と結び合わせる'ことが考

えられる.デｰタベｰス管理システムはオンライ

ン･ファイルを管理する一般化したソフトウェアである.

デｰタの整理更新検索に強力な機能を備えており

人手では処理できない大量のデｰタをファイノレに収めて

利用者に実時間でサｰビスすることが可能である.

(2)オリジナル･デｰタ

地質図は地下の情報を表示する方法の]つの典型であ

る.様々な観察事実分析結果を総合的に考察して出

来あがった1つのモデルである.伝統的にはこの'!1

つのモデル"が利用者に提供される情報の全てである.

それでは観察事実分析結果にはもう地質図とは別の情

報価値はないのであろうか.1片の新しい観察事実が

加えられたとき既存のデｰタもまた新しい意味を帯び

るのではないか.地下の事象は博物的な側面が否定で

きない.地下の現象についての理論やモデルは我々の

思考を大幅に節約し､大きな視野を与えるものであるが

どこに何があるというデｰタの価値を無くすものではな

い.

コンピュｰタ時代は大量のデｰタを蓄積し､流通させ

ることができる.かつて流通させることが困難であっ

たオリジナノいデｰタもディジタル形式に変換するだ

けで空間的時間的に広い範囲で利用者に発見され利用

されるであろう.

(3)図形･画像デｰタ

ファクシミリ技術ビデオ技術日本語処理技術が長

足の進歩を遂げ家庭にも端末機が置かれようという時

代である.露頭スケッチ顕微鏡写真報告書に載っ

ている柱状図や地質図など図形･画像デｰタのコンピ

ュｰタを使ったファイリ.シグ･システムも具体的に考え

られるようになった､必要であれば日本語の説明文も

同時に処理をしてもよい.化石のような3次元的な物

体の情報交換には実物や組写真の代わりにホログラム

で3次元的イメｰジを伝えることも考えられる.

(4〕CAG

コンピュｰタに支援された工業デザインにCAD

(Comp･terAidedDesig･)と呼ばれる技術分野がある.

これをCAG(ComputerAidedGeo1ogicMapPing)あるい

はCAR(C.A.Reso･･cesMappi㎎)と言い直してみたらど

うだろうか.CADでは人問の頭では混乱してしま

う3次元的な物体(たとえば自動車)のスタイルをコンピ

ュｰタの助けでスクリｰン上にリアノレに見ながら決めて

ゆく.地下1青報地形情報土地利用情報と必要なデ

ｰタがしかるべき機関からオンラインで即座に提供され

るならばCAGで3次元的なイメｰジを画面でカラｰ

表示しながら地質図を編集することも鉱床探査の戦略

を構想することもずい分と合理的に自由になること

であろう.

地熱1青報デｰタベｰス･システムSIGMA(systemfo.

Inte｢acti･eGeOthe･m･1MaPPi㎎a･dAssessme･t)の研究開

発は国の調査プロジェクトで急増するデｰタを整理し

マッピング総合解析資源評価などの利用に結びつけ

てゆくために現在のコンピュｰタ利用技術でできると

ころまでつきつめて将来のあるべき姿を考えてみるこ

とを目的としている.その中で上に述べたような問

題意識を得た.資源1青報サｰビスという点からみると

コンピュｰタ･アンド･コミュニケｰションの時代にふ

さわしい公共の地下1青報ファイルをだれが組織し責任

を持って運営するかというところに最大の問題がある.

情報ファイルは一般にある程度膚報が増えるまでは利用

価値が少ない.ところがあるレベルを越えると利用

者が増え情報提供者も増えて場合によっては商業べ

一スの運営が成り立ち得るほどにも成長し得るものであ

る.そこに公的機関が先導的役割を果さなければなら

ない理由がある.
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